
　当金庫は、農業協同組合（JA）、漁業協同組合（JF）、森林組合（JForest）、その他の農林水産業者の協同組織を会員（出資団体）とする民間金融機関です。当金庫は、こうした協同組織およ
びその構成員（農林水産業者）のために金融の円滑を図ることで、農林水産業の発展に寄与し、国民経済の発展に資するという重要な社会的役割を担っています。
　この役割を発揮していくために、当金庫は会員からの預金（その大部分は、JA・JFが組合員などからお預かりした貯金を原資とした預け金）や市場から調達した資金を、農林水産業者、農林
水産業に関連する企業などへの貸出のほか、有価証券投資などによって効率的に運用し、会員への安定的な収益還元に努めています。また、農林水産業者をはじめとするステークホルダーに
向けて様々な金融・非金融サービスを提供しています。

私たちの成り立ち

農林中央金庫は、農業協同組合、森林組合、漁業協同組合その他の農林水産業者の協同組織を基盤とする金融機関として
これらの協同組織及びこれらを構成する者のために金融の円滑を図ることにより、農林水産業の発展に寄与し、もって国民経済の発展に資することを目的とする。

農林中央金庫法第一条（目的）

農林水産業者・農林水産業に関連する企業等

グローバルな
金融市場

会員

（信用事業）

収益

収益

出資・預金等

収益の還元

金融・非金融
サービス

食農ビジネス

会員が行う金融サービス
提供に対する支援

リテールビジネス

投融資

投資ビジネス

注 食農・リテール・投資ビジネスの詳細は「私たちの事業領域」 P.26～27 またはChapter3 P.32～44 をご覧ください。
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JA・JF・JForestとは
　当金庫の会員であるJA・JF・JForestは、以下の目的や役割のもとで設立され、様々な事業を展開する協同組織です。

※ JA組合員数は農林水産省「令和6事業年度総合農協統計表」、JF組合員数は農林水産省「令和6年度水産業協同組合統計表（都道府県知事認可の水産業協同組合）」、 JForest組合員数は農林水産省「令和6年度森林組合統計」より引用

農業協同組合（JA）

組合員数※ 約1,014万人

経済事業 農産物の集荷・販売や生産資材・生活資材の供給
などを行う

信用事業 貯金・ローン・為替などの金融サービスを提供する

共済事業 万一の時の備えとなる生命共済や自動車共済な
どを扱う

指導事業 組合員の農業経営の改善や生活向上のための指
導を行う

◦�JA（農協）は、相互扶助の精神のもと、農業や地域の発
展への貢献を目指して、 様々な事業や活動を総合的に
行う協同組合であり、「農業協同組合法」を根拠に設立

漁業協同組合（JF）

◦�JF（漁協）は、漁業や漁村の発展への貢献を目指して、
漁業者の漁業経営や生活を守っていく協同組合であり、

「水産業協同組合法」を根拠に設立

組合員数※ 約23万人

経済事業 組合員の漁獲物・生産物の保管・加工・販売や組
合員の事業・生活に必要な物資の供給を行う

信用事業 貯金・ローン・為替などの金融サービスを提供する

共済事業 組合員向けに生命共済・損害共済を提供する

指導事業 水産資源の管理や組合員の経営改善、生産技術
向上のための指導を行う

森林組合（JForest）

◦�JForest（森組）は、森林所有者の協同組合であり、「森
林組合法」を根拠に設立

◦�小規模所有者の森林が多くを占めるわが国のなかで、
小規模所有者を取りまとめる重要な機能を果たしている

◦�信用事業は実施していない

組合員数※ 約144万人

森林整備事業 組合員所有林などの植林・下草刈り・間伐などを
行う

販売事業 伐採した木材など林産物の販売を行う

加工事業 伐採した木材の製材加工・販売を行う

指導事業 研修会の開催、組合広報誌の提供等

私たちの成り立ち
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系統組織の仕組み
　幅広い事業を行う市町村段階のJA・JF・JForestから、それぞれの事業ごとに組織された都道府県段階の連合会、そして当金庫を含む全国段階の連合会にいたる協同組織を「系統組織」と呼んでいます。

事業 組合員等 市町村段階 都道府県段階 全国段階

農業

代表・調整・相談

農業者等

JA
（農業協同組合）

JA中央会
（農業協同組合中央会）

JA全中
（全国農業協同組合中央会）

経済 JA全農
（全国農業協同組合連合会）

JA経済連
（経済農業協同組合連合会）

信用 農林中央金庫
JA信農連

（信用農業協同組合連合会）

共済 JA共済連
（全国共済農業協同組合連合会）

漁業

経済

漁業者等 JF
（漁業協同組合）

JF漁連
（漁業協同組合連合会）

JF全漁連
（全国漁業協同組合連合会）

信用 JF信漁連
（信用漁業協同組合連合会） 農林中央金庫

共済 JF共水連
（全国共済水産業協同組合連合会）

林業 指導・販売・加工等 森林所有者等 JForest
（森林組合）

JForest森連
（森林組合連合会）

JForest全森連
（全国森林組合連合会）

JForest
グループ

JF
マリンバンク

JFグループ

JAバンク

JAグループ

私たちの成り立ち
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JAバンク・JFマリンバンクとは（系統信用事業）
　市町村段階のJA・JF、そして都道府県段階のJA信農連・JF信漁連および全国段階の当金庫にいたる「信用事業」の仕組みや機能を「系統信用事業」と呼び、実質的に1つの金融機関として機能する「JAバン
ク」、「JFマリンバンク」を展開しています。
　JAバンク・JFマリンバンクでは、それぞれの組合員・利用者から一層信頼され利用される信用事業を確立するため、「再編強化法」※に基づき、JAバンクおよびJFマリンバンク会員総意のもとで「JAバンク基
本方針」と「JFマリンバンク基本方針」を策定しています。
　これら基本方針では「破綻未然防止」と「一体的事業運営」に向けた基本的方向に加え、JAバンクおよびJFマリンバンク会員それぞれの役割・責務等を定めています。
※ 農林中央金庫及び特定農水産業協同組合等による信用事業の再編及び強化に関する法律

JAバンクの概要 2026年4月1日現在

役割

組織数（会員数）

※1 JA（農協）数の491はJAバンクの会員数　※2 JF（漁協）数の70はJFマリンバンクの会員数

組織数（会員数）

JFマリンバンクの概要 2026年4月1日現在

役割

◦�農業者、地域住民からの貯金をもとに、農業
資金・生活資金を融資

◦�余剰資金をJA信農連・当金庫に預け入れ
◦�利益を農業者に還元

491

JA（農協）※1

70

JF（漁協）※2

◦�漁業者、地域住民からの貯金をもとに、漁業
資金・生活資金を融資

◦�余剰資金をJF信漁連・当金庫に預け入れ
◦�利益を漁業者に還元

◦�JA、JA信農連から集まった資金を貸出・有価証券等で運用し、
利益を還元

◦�JAバンクの全国機関として全国の491JA等との一体的な
金融事業運営や、経営健全性確保に向けた指導を実施

1

農林中央金庫

1

農林中央金庫

◦�JF、JF信漁連から集まった資金を貸出・有価証券等で運用
し、利益を還元

◦�JFマリンバンクの全国機関として全国の70JF等との一体的
な金融事業運営や、経営健全性確保に向けた指導を実施

◦�JAから集まった資金を貸出・有価証券等で運
用し、利益をJA等に還元（余剰資金を当金庫
に預け入れ）

◦�管内JAの金融機能のとりまとめ、指導

31

JA信農連

9

JF信漁連

◦�漁業者・地域住民からの貯金やJFから集まっ
た資金を貸出・有価証券等で運用し、利益を
JF等に還元（余剰資金を当金庫に預け入れ）

◦�管内JFの金融機能のとりまとめ、指導

私たちの成り立ち

9農林中央金庫　DISCLOSURE 2026



※２ 貯金・貸出金は、JFマリンバンク会員であるJFおよびJF信漁連の合計
※３ 店舗数は、JFマリンバンク会員であるJF・JF信漁連・当金庫の内国為替取扱店舗数の合計

※１ 店舗数についてはJA・JA信農連・当金庫の内国為替取扱店舗数の合計

JF系統貯金 JF系統貸出金 JFマリンバンク店舗数
農業関連融資残高内訳
（4,912億円）

農業向け� 647億円
農業関連団体向け� 2,767億円
公庫受託資金（農業）� 1,498億円

JA貸出金 JAバンク店舗数 JAバンク移動店舗台数

JA貯金

2025年度末時点

2025年度末時点 2025年度末時点 2025年度末時点

2025年度末時点 2025年度末時点 2025年度末時点

25.4兆円 5,823店舗※１ 126台

2.6兆円※2 0.5兆円※2 154店舗※3

　農林中央金庫の、日銀の産業分類による狭義の農業貸出は647億円です。これは貸出金の総額約19兆
円の0.32％となります。このほか、JA全農などの農業関連団体向け貸出と、日本政策金融公庫の受託資金
を合わせた農業関連融資の総額は、4,912億円となります（信用事業を行う系統団体に対する日銀成長基
盤強化支援資金等の制度資金の原資資金を除きます）。

　JAバンクの農業金融は、JA・JA信農連・当金庫が役割分担のうえ農業者の資金ニーズに対応しています。

小規模農家・農業法人
大規模農家・農業法人

融資

農林中央金庫JA信農連JA

JAバンクの農業金融Topics

農業関連融資残高（単位：億円）

24,704

（年度末）20252024

25,006

4,9124,3624,453

2023

■JAバンク全体　■うち当金庫
26,145

農業融資新規実行額（長期）（単位：億円）

3,991
3,648

（年度）20252024

4,017

458323440

2023

■JAバンク全体　■うち当金庫

JAバンク個人貯金残高の国内シェア

2025年9月末時点
日本銀行資料（資金循環統計）を
もとに当金庫作成

JAバンク

9.4%個人預貯金
1,014兆円106.9兆円

うち個人貯金
95.5兆円

JAバンク・JFマリンバンクの規模感

私たちの成り立ち
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